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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 5,960,2182,222,3847,542,621

経常利益（千円） 193,986 148,199 43,300

四半期（当期）純利益（千円） 124,162 102,688 61,401

純資産額（千円） － 10,069,51210,012,772

総資産額（千円） － 22,815,68723,225,916

１株当たり純資産額（円） － 985.45 975.12

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 12.14 10.05 5.96

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 44.1 43.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
585,397 － 235,406

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△96,219 － 152,860

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△721,646 － 140,901

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 655,326 887,794

従業員数（人） － 289 282

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

  ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

  ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 289 (174)

　 （注）    従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

　

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 125 (52) 

　（注）　 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

利用者数及び販売実績

　当第３四半期連結会計期間の利用者数及び販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

利用者数（人） 販売実績（千円）

遊園地事業 334,411 1,372,731

ゴルフ事業 39,185 271,766

ホテル事業 23,607      479,245

不動産事業 － 37,225

土木・建設資材事業 － 49,659

その他の事業 － 11,755

合計 － 2,222,384

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合

当第３四半期連結会計期間は、販売実績が総販売実績の100分の10以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

３．当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）は、遊園地事業、ゴルフ事業、ホテル事業を基幹としている

ため生産、受注の状況については、記載を省略しております。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態及び経営成績の分析】

      当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、比較に用いた前年同四半期の数値は、法定開示における

レビューを受けておりません。

(1) 業績の状況

  　当第３四半期連結会計期間(平成21年７月1日～平成21年９月30日)は、高速道路料金の割引やガソリン価格の下

落、また、９月にはシルバーウイークもありましたことなどから、消費者の外出機会が増加し、遊園地を中心に利用

者が増加いたしました。

　　しかしながら、新型インフルエンザの国内感染の拡大懸念、最盛日の降雨やスキー場の雪不足など天候が不順で

あった場合の影響、円高・ウォン安などの理由による韓国客減少が続いていることなど、外出機会に対するマイナ

ス要因も存在し、当社グルーブの主幹産業であるレジャー業を取り巻く環境は、依然として楽観視できない状況に

あります。 

　　このような状況のもと、グループ事業全体の売上高の増加を図り、各社各部門が利益確保のための取り組みを集中

的に掲げるとともに、継続した経費の削減による収益性の向上に努めてまいりました。

    また、お客様の安全・安心のための対策強化策として、当社組織内に施設部を新設する等、より一層の健全経営を

実現することといたしております。　

この結果、業績につきましては、売上高2,222,384千円（前第３四半期連結会計期間比6.2％増）となりました。損

益面では、徹底した経費削減と効率化によりまして営業利益177,060千円（前第３四半期連結会計期間比129.3％

増）、経常利益148,199千円（前第３四半期連結会計期間比215.9％増）、当第３四半期純利益は102,688千円（前第

３四半期連結会計期間比115.7％増）となりました。 

 

　 

当第３四半期

連結会計期間

（千円）

前第３四半期

連結会計期間

（千円）

増減額

（千円）

増減率

（％）

 売上高 2,222,384 2,091,678 130,705  6.2

 営業利益  177,060  77,226  99,834  129.3

 経常利益  148,199  46,910  101,289  215.9

 四半期純利益  102,688 47,598 55,089  115.7

  

次に、事業の種類別セグメント業績は次のとおりです。

 

① 遊園地事業

九州の遊園地では、ETC高速料金の割引やシルバーウイーク効果、また、天候にも恵まれ好調に推移しまし

た。特にシルバーウイークを含む９月では、来園者の車ナンバー調査から鹿児島・宮崎・山口ナンバーの車

が前年と比べて２～３倍となるなど遠距離からの集客も順調に推移し、売上高で前年同月比183％となり、平

成３年の当社上場来最高の売上となりました。この結果、売上高1,109,421千円（前第３四半期連結会計期間

比19.7％増）となりました。

　北海道の遊園地でも九州と同様に好調に推移いたしました結果、売上高は251,465千円（前第３四半期連結

会計期間比19.6%増)となりました。

　その他の遊園地事業を加えた結果、当事業の売上高は1,372,731千円(前第３四半期連結会計期間比18.3%

増)となりました。営業利益は、費用対効果を改めて見直すことによる催事宣伝費の減少や重油価格の下落に

よる光熱費の減少など、経費の削減効果もあり、191,622千円(同40.9%増)となりました。

② ゴルフ事業

　直営３ゴルフ場は、夏場でもあり来場者が減少する時期でありますが、新たにインターネット予約システム

に参加するなど、集客の増加を図りましたものの、周辺ゴルフ場との競合も激しく、また、韓国人ゴルファー

の減少もあり低調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は271,766千円（前第３四半期連結会計期間比5.7％減）、営業損失は15,831千円

（同25,709千円の損失減）となりました。 

③ ホテル事業

　九州のホテルでは、韓国人宿泊客の減少や婚礼における他施設との競争激化などの影響で、宿泊料飲及び婚

礼部門において低調に推移し、売上高は377,093千円（前第３四半期連結会計期間比10.3％減）となりまし

たが、もともと外国人客が少ない北海道のホテルにおきましては、売上高は102,152千円（同1.2％増）とな

りました。

EDINET提出書類

グリーンランドリゾート株式会社(E04693)

四半期報告書

 5/24



　この結果、当事業の売上高は479,245千円（前第３四半期連結会計期間比8.0％減）、営業利益は51,286千円

（同204.7％増）となりました。

④ 不動産事業

　販売用不動産売上が減少いたしました結果、当事業の売上高は37,225千円（前第３四半期連結会計期間比

38.3％減）、営業利益は15,026千円（同60.7％減）となりました。

⑤ 土木・建設資材事業

　当事業の売上高は49,659千円（前第３四半期連結会計期間比9.7％減）、営業利益は1,666千円（前第３四

半期連結会計期間は営業損失4,555千円）となりました。

⑥ その他の事業

　当事業の売上高は11,755千円（前第３四半期連結会計期間比79.0％増）、営業利益は657千円（同62.9％

増）となりました。

(2) 財政状態の分析

　　　  当第３四半期連結会計期間末の総資産は、22,815,687千円（前連結会計年度末比410,229千円減少）となりました。　

① 流動資産

　流動資産は、1,450,947千円（前連結会計年度末比239,891千円減少）となりました。主な要因は現金及び預

金の減少233,968千円、売掛金の減少31,976千円によるものであります。

② 固定資産

　固定資産は、21,364,739千円（前連結会計年度末比170,337千円減少）となりました。主な要因は有形固定

資産の減価償却等による簿価の減少170,347千円によるものであります。 

③ 流動負債

　流動負債は、4,640,141千円（前連結会計年度末比311,598千円減少）となりました。主な要因は買掛金で

24,324千円、短期借入金で422,800千円、預り金で11,745千円減少によるものであります。 

④ 固定負債

　固定負債は、8,106,032千円（前連結会計年度末比155,370千円減少）となりました。主な要因は社債の減少

86,000千円、長期預り金の減少177,713千円によるものであります。

⑤ 純資産 

　純資産は、10,069,512千円（前連結会計年度末比56,740千円増加）となりました。主な要因は利益剰余金の

増加72,921千円によるものであります。 

(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結会計期間末

に比べ294,615千円増加し、655,326千円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 ① 営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果得られた資金は353,149千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益146,065

千円、減価償却費119,198千円による資金の増加に対し、利息の支払32,135千円、法人税等の支払18,374千円

による資金の減少があったことなどによるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果減少した資金は44,194千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得45,694千円によ

る資金の減少があったことなどによるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

　財務活動の結果減少した資金は14,339千円となりました。これは主に社債の償還86,000千円、長期預り金の

減少59,064千円、配当金の支払20,783千円による資金の減少があったことなどによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,346,683 10,346,683

大阪証券取引所（市場第

二部）

福岡証券取引所

・権利内容に何ら限定　　

　　

　のない当社における

　標準となる株式

・単元株式数　100株 

計 10,346,683 10,346,683 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
 ― 10,346,683 ― 4,180,101― 4,767,834

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において大株主の異動はありません。　
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　128,400 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 10,217,800　 

　　
102,178 －

単元未満株式 普通株式　　　　483　 － －

発行済株式総数  　　　　10,346,683　　　 － －

総株主の議決権 － 102,178 －

　

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 グリーンランド

リゾート㈱

熊本県荒尾市下井手

1616番地
128,400　 ―　 128,400　 1.24　

計 － 128,400　 ―　 128,400 1.24

　（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株あります。なお、当

該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含まれております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 296 295 347 344 350 360 338 343 349

最低（円） 271 234 289 315 324 295 309 320 326

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 657,126 891,094

受取手形及び売掛金 205,454 237,588

有価証券 998 999

商品 12,411 11,463

製品 22,822 8,217

原材料及び貯蔵品 32,612 41,818

販売用不動産 347,537 347,537

繰延税金資産 29,821 29,307

その他 159,858 135,277

貸倒引当金 △17,695 △12,463

流動資産合計 1,450,947 1,690,839

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,508,229

※1
 5,648,573

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 453,508

※1
 473,772

土地 ※3
 14,433,546

※3
 14,431,172

その他（純額） ※1
 117,942

※1
 127,681

有形固定資産合計 20,513,226 20,681,200

無形固定資産

その他 239,430 239,187

無形固定資産合計 239,430 239,187

投資その他の資産

投資有価証券 193,519 194,798

繰延税金資産 327,513 328,056

その他 101,338 100,546

貸倒引当金 △10,289 △8,713

投資その他の資産合計 612,082 614,688

固定資産合計 21,364,739 21,535,076

資産合計 22,815,687 23,225,916
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 50,731 75,055

営業未払金 195,073 98,159

1年内償還予定の社債 86,000 172,000

短期借入金 3,794,110 4,216,910

未払金 291,644 237,086

未払法人税等 86,721 52,367

賞与引当金 22,073 －

その他 113,787 100,161

流動負債合計 4,640,141 4,951,740

固定負債

社債 － 86,000

長期借入金 3,678,262 3,563,586

長期預り金 4,236,848 4,414,562

退職給付引当金 44,640 49,558

役員退職慰労引当金 49,578 49,578

負ののれん 1,473 2,357

その他 95,229 95,760

固定負債合計 8,106,032 8,261,402

負債合計 12,746,174 13,213,143

純資産の部

株主資本

資本金 4,180,101 4,180,101

資本剰余金 4,767,834 4,767,834

利益剰余金 1,174,713 1,101,792

自己株式 △42,058 △26,839

株主資本合計 10,080,591 10,022,889

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,078 △10,116

評価・換算差額等合計 △11,078 △10,116

純資産合計 10,069,512 10,012,772

負債純資産合計 22,815,687 23,225,916
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 5,960,218

売上原価 5,242,600

売上総利益 717,618

販売費及び一般管理費 ※
 435,804

営業利益 281,813

営業外収益

受取利息 202

受取配当金 1,963

負ののれん償却額 883

受取賃貸料 3,717

雑収入 3,880

営業外収益合計 10,647

営業外費用

支払利息 97,292

雑損失 1,181

営業外費用合計 98,473

経常利益 193,986

特別利益

固定資産売却益 3,110

固定資産受贈益 15,000

その他 2,900

特別利益合計 21,010

特別損失

固定資産除売却損 6,227

貸倒引当金繰入額 1,100

特別損失合計 7,327

税金等調整前四半期純利益 207,670

法人税、住民税及び事業税 82,560

法人税等調整額 947

法人税等合計 83,508

四半期純利益 124,162
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,222,384

売上原価 1,903,056

売上総利益 319,327

販売費及び一般管理費 ※
 142,267

営業利益 177,060

営業外収益

受取利息 56

受取配当金 725

負ののれん償却額 294

受取賃貸料 435

雑収入 1,568

営業外収益合計 3,079

営業外費用

支払利息 31,567

雑損失 371

営業外費用合計 31,939

経常利益 148,199

特別損失

固定資産除売却損 1,034

貸倒引当金繰入額 1,100

特別損失合計 2,134

税金等調整前四半期純利益 146,065

法人税、住民税及び事業税 58,509

法人税等調整額 △15,132

法人税等合計 43,376

四半期純利益 102,688
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 207,670

減価償却費 346,192

負ののれん償却額 △883

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,918

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,807

受取利息及び受取配当金 △2,165

支払利息 97,292

固定資産除売却損益（△は益） 3,117

固定資産受贈益 △15,000

売上債権の増減額（△は増加） 32,905

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,563

仕入債務の増減額（△は減少） 72,589

未払金の増減額（△は減少） △10,146

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,420

その他 16,717

小計 738,035

利息及び配当金の受取額 2,165

利息の支払額 △99,774

法人税等の支払額 △58,554

法人税等の還付額 3,525

営業活動によるキャッシュ・フロー 585,397

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,500

定期預金の払戻による収入 6,000

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,597

有価証券の売却による収入 996

有形固定資産の取得による支出 △98,847

有形固定資産の売却による収入 3,192

無形固定資産の取得による支出 △1,480

その他 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,219

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △268,000

長期借入れによる収入 1,330,000

長期借入金の返済による支出 △1,370,124

社債の償還による支出 △172,000

長期預り金の受入による収入 1,200

長期預り金の返還による支出 △176,013

自己株式の取得による支出 △15,219

配当金の支払額 △51,347

その他 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー △721,646

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △232,468

現金及び現金同等物の期首残高 887,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 655,326
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、販売用不動産、製品は個別法に

よる原価法、商品、原材料及び貯蔵品は主として最終仕入原価法によっておりましたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９

号　平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、販売用不動産、製品は個別法による原価

法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)、商品、原材料及び貯蔵品

は主として最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

により算定しております。

 　これによる、損益に与える影響はありません。

  なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。 

 

(2) リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第

13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18

日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月１日

以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売

買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引

に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しておりま

す。

　これによる、損益に与える影響は軽微であります。

  なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。 

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度にお

いて使用した将来の業績予測やタックスプランニングを利用する方法によっておりま

す。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。 

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を７～22年としておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り法人税法の改正を契機として見直しを行い、６～22年に変更しております。

　これによる、損益に与える影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

　

（賞与引当金） 

　前連結会計年度においては、連結財務諸表作成時に従業員への賞与支払額が確定していたため、前連結会計年度に属

する額を流動負債のその他(未払費用)として計上しておりましたが、当第３四半期連結会計期間においては、四半期連

結財務諸表作成時に従業員への賞与支払額が確定していないため、支給見込額のうち、当第３四半期連結会計期間に属

する額を賞与引当金として計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、10,722,229千円で

あります。

　２　保証債務

 　　 下記の会社等の金融機関借入金について保証を行って

おります。

 被保証者 借入金使途等 金額(千円)

 

 

 銀行提携ゴルフ

 ローン契約先

 ゴルフ会員権

 購入資金
31,865 

 

※３  担保資産

　 　 担保に供されている資産で、事業の運営において重要

なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著

しい変動が認められるものは、次のとおりであります。

 

  土地 7,244,178 千円

  

　４　　　　　───────────　 

　５　受取手形割引高は、10,322千円であります。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、10,486,543千円で

あります。

　２　保証債務

 　　 下記の会社等の金融機関借入金について保証を行って

おります。

 被保証者 借入金使途等 金額(千円)

 

 

 銀行提携ゴルフ

 ローン契約先

 ゴルフ会員権

 購入資金
43,515

 

※３  担保資産

　 　

 

 

 

  土地 5,541,600 千円

  

　４　受取手形裏書譲渡高は、2,183千円であります。

　５　受取手形割引高は、16,409千円であります。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

　

役員報酬 57,926 千円

人件費 195,235

賞与引当金繰入額 5,419

退職給付費用 5,394

貸倒引当金繰入額 5,707

　

  

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

　

役員報酬 19,101 千円

人件費 59,737

賞与引当金繰入額 5,419

退職給付費用 1,612

貸倒引当金繰入額 70
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在）

（千円） 

 現金及び預金勘定  657,126

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △1,800

 現金及び現金同等物  655,326

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 普通株式　10,346,683株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

 普通株式　128,472株

 

３．新株予約権等に関する事項

 該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額
　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月27日

定時株主総会
普通株式 30,804 ３ 平成20年12月31日平成21年３月30日利益剰余金

平成21年８月７日取

締役会
普通株式 20,436 ２ 平成21年６月30日平成21年９月２日利益剰余金

  

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

 該当事項はありません。

　

　５．株主資本の金額の著しい変動

 　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借処理

に係る方法に準じて処理をおこなっておりますが、前連結会計年度と比べて著しい変動は認められませんので、記

載をしておりません。

 

（有価証券関係）

  有価証券について、前連結会計年度末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。 
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（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 

 　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　

 

当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

遊園地事業
（千円）

ゴルフ事業
（千円）

ホテル事業
（千円）

不動産事業
（千円）

土木・建設
資材事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高          

(1) 外部顧客に対する売

上高
1,372,731271,766479,24537,22549,65911,7552,222,384－ 2,222,384

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,0082,68536,499　 245 14,48120,53076,450(76,450) －

計 1,374,739274,451515,74537,47064,14032,2862,298,834(76,450)2,222,384

営業利益（△損失） 191,622△15,83151,28615,0261,666 657244,427(67,367) 177,060

　（注）１．事業区分は営業種目の類似性により区分しております。

２．各事業の主な営業種目

(1)遊園地事業…………… グリーンランド、北海道グリーンランド遊園地、北海道グリーンランドホワイト

パーク（スキー場）、モビリティおおむた

(2)ゴルフ事業…………… グリーンランドリゾートゴルフコース、有明カントリークラブ大牟田ゴルフ場、

久留米カントリークラブ広川ゴルフ場

(3)ホテル事業…………… グリーンランドリゾートオフィシャルホテルブランカ、北海道グリーンランドホテ

ルサンプラザ、グリーンランドリゾートオフィシャルホテルヴェルデ

(4)不動産事業…………… 不動産の賃貸、売買

(5)土木・建設資材事業… 建設資材の製造・販売・運搬

(6)その他の事業………… 生損保保険代理店等営業業務、労働者派遣業務

３．会計処理基準に関する事項の変更

　(1)棚卸資産の評価に関する会計基準

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の(1)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)を適用してお

ります。これによる、セグメントに与える影響はありません。

　(2)リース取引に関する会計基準の適用

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の(2)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一

  部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を適用しており

ます。これによる、セグメントに与える影響は軽微であります。 　 

４．「追加情報」に記載のとおり、当社及び連結子会社は、平成20年度法人税法の改正を契機として、機械装置

の耐用年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法に基づく耐用年数を適用し

ております。これによる、セグメントに与える影響は軽微であります。
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当第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

遊園地事業
（千円）

ゴルフ事業
（千円）

ホテル事業
（千円）

不動産事業
（千円）

土木・建設
資材事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高          

(1) 外部顧客に対する売

上高
3,416,018841,2371,297,979113,068261,30330,6105,960,218－ 5,960,218

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,6268,038106,152737 15,12057,552192,227(192,227) －

計 3,420,645849,2751,404,132113,806276,42488,1626,152,446(192,227)5,960,218

営業利益（△損失） 378,370△20,11114,16048,26660,4241,836482,946(201,132) 281,813

　（注）１．事業区分は営業種目の類似性により区分しております。

２．各事業の主な営業種目

(1)遊園地事業…………… グリーンランド、北海道グリーンランド遊園地、北海道グリーンランドホワイト

パーク（スキー場）、モビリティおおむた

(2)ゴルフ事業…………… グリーンランドリゾートゴルフコース、有明カントリークラブ大牟田ゴルフ場、

久留米カントリークラブ広川ゴルフ場

(3)ホテル事業…………… グリーンランドリゾートオフィシャルホテルブランカ、北海道グリーンランドホテ

ルサンプラザ、グリーンランドリゾートオフィシャルホテルヴェルデ

(4)不動産事業…………… 不動産の賃貸、売買

(5)土木・建設資材事業… 建設資材の製造・販売・運搬

(6)その他の事業………… 生損保保険代理店等営業業務、労働者派遣業務

３．会計処理基準に関する事項の変更

　(1)棚卸資産の評価に関する会計基準

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の(1)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)を適用しており

ます。これによる、セグメントに与える影響はありません。

　(2)リース取引に関する会計基準の適用

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の(2)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一

部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を適用しておりま

す。これによる、セグメントに与える影響は軽微であります。 　 

４．「追加情報」に記載のとおり、当社及び連結子会社は、平成20年度法人税法の改正を契機として、機械装置　　

　の耐用年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法に基づく耐用年数を適用　

　しております。これによる、セグメントに与える影響は軽微であります。

 

 

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

  

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 985.45円 １株当たり純資産額 975.12円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12.14円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 10.05円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 124,162 102,688

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 124,162 102,688

期中平均株式数（千株） 10,231 10,218

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 

　

２【その他】

平成21年８月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 

(イ) 中間配当による配当金の総額…………………20,436,422円

(ロ) １株当たりの金額………………………………２円

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成21年９月２日

(注)　平成21年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

グリーンランドリゾート株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　直己　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森　　行一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグリーンランドリ

ゾート株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グリーンランドリゾート株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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